
 
 
 
 
 
 
 

簡略 BS・PL によるプレゼンテ－ションで

説得力のある月次報告 

［簡略 BS・PL］  
 トップへのプレゼンテ－ションは「A4 ま

たは B4 一枚で報告しなさい。」といわれてい

る実社会の中で、税理士事務所は仕訳伝票、

総勘定元帳から積み上げた試算表に基づい

た報告手法が主流でしょうか。 
 その原因は大企業の経理システムを中小

企業用に手直ししたものを押し付けられて

いるからでしょうか。 
 BS・PL の印刷時に全科目表示するためや

小計行、合計行を多く設定するので､1 ペ－ジ

に入りきらないので、多ペ－ジ印刷となる。 
 その資料を持っていって説明するので､数

字に強くない顧問先からは不満がうっ積す

る。 
 解決策は要約ＢＳ・ＰＬをＥＸＣＥＬで作

成することになる。 

 
 パソコン会計ソフトの勘定奉行 98 を利用

して､説明します。 
分析処理 -＞ （2）前年同月対比表 –＞ 
（1）科目別前年同月対比表 を選択します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
次画面に科目別前年同月対比表条件設定が

現れるので､設定後画面キ－をクリックする。 

 
損益を選択して、「編集」キ－をクリックす

ると下のようにＥＸＣＥＬにデ－タをコピ

－することができる画面が出ます。 

 
右上のすべてコピ－をクリックして、

EXCEL を起動します。 
ＥＸＣＥＬに貼り付けします。 
 
 
項目を表示するために、1 行挿入し、発生・
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累計年月と構成比の入力をします。 

 
合計残高試算表が複数のペ－ジにまたがっ

て、一覧性の表が出来ない原因は空白の行が

多数あることなので､空白行を一行づつ削除

することに考えられます。でも、一気に削除

する方法はＥＸＣＥＬのどのような機能を

利用すればよいかと考えたら､デ－タベ－ス

機能のフィルタ機能が使えるのではないか。 

 
「空白以外のセル」を選択します。 

 
選択された行を指定したら､新しいワ－クシ

－トを挿入して、貼り付けます。

 
「書式」-＞「セル」-＞「罫線」で枠を引き 

 
横罫線は 1 行を指定して､「Ctrl」キ－を押し

ながら見易いように適当に引きます。  

 
プレビュ－で一覧性のある PL の完成です。 

 


